
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

東橘中学校 

学 校 教 育 目 標                                          学 校 経 営 方 針 

知  自主的に学び、真理の追究をめざす人間の育成                       ○ 笑顔あふれる学校   ○ 夢を語れる生徒 

徳  自他を共に尊重し、自立の精神に基づく責任ある行動のできる人間の育成   ○ 魅力あふれる教員   ○ 可能性を広げる教育環境 

体  明朗で健康な生活を営むことのできる人間の育成               

○子母口小学校との共有スペースの使用については、お互いの活動を常に意識しながら、調整し大きな混乱・トラブルもなく運営できた。ま

た、祝祭日の校庭使用については、小学校の地域施設開放団体と中学校の部活動との連携を密にし、地域の方に迷惑がかからないように今

後も調整していきたい。地域ふれあい体験学習については、昨年度同様に平日開催ということもあり、講師の確保がなかなかできず、担当

者が苦労した。バザーについては、今年度も地域やＰＴＡの方々のご協力により多くの人でにぎわった。 

今後の課題 

学校と子どもたちが、より明るく元気になるように     会長  佐々木 良一 

本運営協議会は、「ふれあい」をテーマに学校行事や授業参観などに参加することで、生徒の成長を 

肌で感じるとともに、よりよい東橘中学校の教育の実現に向け、何ができるかを先生方と共に考えてま 

いりました。学校と保護者・地域が一体となって生徒たちを応援する協議会です。今後も児童、生徒と 

の関わり方について意見を出し合いながら、学校がより明るく元気になれるよう応援していきたいと考 

えています。来年度は創立５０周年を迎えます。今まで培ってきた素晴らしい歴史と伝統を引き継ぎながら 

学校がより明るく元気になれるよう応援していきたいと考えています。 

学校運営協議会委員構成：地域住民 12 名  保護者 2 名  学識経験者 1 名  教職員 1 名 計 16 名 顧問１名 総計 17 名 

学校運営協議会 会長から一言 

東橘中学校は、多くの保護者や地域の方からのご協力を得て学校経営を進めてまいりました。平成２０年１２月に各町内会・自治会をはじ

め、地域教育会議やＰＴＡ・ＰＴＡＯＢ会、そして、おやじの会や保護司会などの方々に委員になっていただき、東橘中学校学校運営協議会

が発足しました。平成２６年７月に子母口小学校との合築新校舎が完成し、その 8 月から小中合わせて約 2,000 人の児童・生徒及び職員が生

活するマンモス校として生まれ変わり、生徒たちは落ち着いた雰囲気の中で明るく元気な学校生活を送っています。学校運営協議会委員の

方々には、この素敵な環境を大切にしながら、生徒の活動をさらに充実したものにするためのご支援をいただいております。今後も課題を明

確にし、課題解決を図れる体制作りを進めるとともに、学校からの情報を十分に伝えながら、地域や家庭の要望・意見等をさらに学校運営に

反映させるよう努めてまいりたいと考えております。 

                       

 
 
 
 
 
 

   

このような活動をしています 

所在地 川崎市高津区子母口 730 

電 話 ０４４（７６６）１６４９・７５８８ 

生徒数 9３９名 ／ 学級数 ３１学級 ／ 職員数 6１名 

地域の人材・事業所 

ふれあい体験活動 

ふれあいコンサート 

職業体験 

福祉体験活動,平和学習 

ＰＴＡ・町内会 

地域ふれあいバザー 

あいさつ運動 

東中クリーン活動 

地域防災訓練 

おやじの会 

夜の地域パトロール 

学校行事の際の自転車整理 

学校・地域行事の際のパトロール 

地域教育会議 

地域ボランティア清掃 

教育を語るつどい 

小中スポーツ文化交流 

安全パトロール 

東中ふれあいコミュニティ 

「子ども同士」「大人と子ども」「先

生と生徒」「地域の方」「小学生や幼

児」などのふれあいの中で、子ども

たちを見守り、理解し、支援する 

平成 20 年 12 月から指定 


